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１．はじめに

調査者
の主観

第三者
の主観

統計的
信頼性

定性分析 〇 - -

定性分析 ＋ 音声データ共有 〇 〇 -

定性分析 ＋ 音声データ共有 + 定量分析 〇 〇 〇

これまでの研究（新永・小川2011、ローレンス2018、Niinaga 2026）

本日の発表

4



具体的な結論…先行研究と２つの違い
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３型
である

Ⅰ型に
下降あり

音節が
有効

〇 〇 〇

〇 × ×

【奄美大島 湯湾方言のアクセント】
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２．湯湾方言のアクセント体系（聴覚印象）

(1) 湯湾方言の3種類のアクセント型

Ⅰ型： 文節末の拍だけ低くなる

Ⅱ型： 文節頭から２拍目を含む音節の直後で下降する

Ⅲ型： 文節末の拍だけ高くなる

7

cf. 琉球祖語のＡ類、Ｂ類、Ｃ類（服部1959[1958]: 278-279、松森1999）のうち、Ａ類
はほぼ全てⅠ型、Ｂ類は半数がⅠ型、次にⅡ型、Ｃ類は半数がⅢ型、次にⅠ型と対応
している（ローレンス2018: 127）。



具体例

語の音節の軽重 Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ型

LLL（軽軽軽）
kɨbusi=ga⸣dɨ

「煙まで」

una⸣gi=gadɨ

「ウナギまで」

katana=ga⸢dɨ

「刀まで」

HL（重軽）
toora=ga⸣dɨ

「俵まで」

soo⸣kɨ=gadɨ

「ザルまで」

kuuru=ga⸢dɨ

「心まで」

LH（軽重）
sibui=ga⸣dɨ

「冬瓜まで」

kumui⸣=gadɨ

「穴まで」

kusui=ga⸢dɨ

「薬まで」
8

［キャリアセンテンス］ X=gadɨ mjaaran.「Xまで見えない。」
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３．定量分析①：アクセント型の対立数の調査

・話者：１９５３年生まれ・男性１名

・調査語彙：４２７の名詞語彙（日琉同源語；五十嵐陽介氏提供）のうち、
以下の基準を満たした２５語。

10

※本発表のデータは上記１名によるものだが、語彙の選定には（上記１名を含む） 
３名の話者のデータを参照した。

☜Ⅰ型とⅡ型の下降位置の違いを際立たせるため

☜型同士を比較しやすくするため



選定された語彙（アクセント型の対立数調査用）

11



・録音日：２０１６年８月１０日と９月８日

・録音機器：記録なし（おそらくコンデンサマイクロフォンとそれを使用
できる録音機器）

・録音：モノラル、16bit、44.1kHz

• キャリア文：X=gadɨ mjaaran.「Xまで見えない。」

•調査語彙は平仮名表記したものを読み上げる方式

例：「油（アブラ）

あぶら がでぃ 見ゃーらん」

・調査票の語彙の順番はランダム

・話者の発話は１回ずつ

12



計測手順

Praat (Boersma and Weenink 2025) を使用

１．音声波形と広帯域スペクトログラムを

     同時に表示した画面を見ながら母音区

     間を手作業で同定

２．Praatスクリプト機能を用いて音声信号

からF0値を15msec毎にHzで抽出

３．語頭から母音を１つずつラベル付け（語頭から順番に、1、2、3、4、5、6）

４．Praatスクリプト機能を用いて（1～6の）母音区間の各中央時点におけ
るF0値を自動的に計測

13

a    bu      ra      ga     dɨ      mjaa          ran

abura=gadɨ mjaaran.「油まで見えない。」
へのラベル付け



結果：定量データに対する視覚的印象①

14

LLL=gadɨ mjaaran.

折れ線グラフ

V6は述語の開始部
なので、実質的には
V5までに注目

・どちらも無いⅠ型
・V3からV4にかけて急な下降があるⅡ型
・V4からV5にかけて上昇があるⅢ型
［視覚的印象として言えること］



結果：定量データに対する視覚的印象②
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散布図

横軸 V3-V4 (Hz)

…Ⅱ型の急な下降と対応

縦軸 V4-V5 (Hz)

…Ⅲ型の上昇と対応

0 Hz

＋

－

※V4-V5でギリギリ０に重なるよ
うに見える語はkutusi「今年」
で、正確な値は0.265。

※V4-V5でⅠ型（“a”）付近にある
Ⅲ型（“c”）はkatana「刀」。



結果：統計的検定① アクセント型全体の内部差

・検定方法：MANOVA（多変量分散分析）

・独立変数：聴覚印象および視覚的印象により判別したアクセント型
（Ⅰ型・Ⅱ型・Ⅲ型）

・従属変数：V3-V4の値（Hz）、 V4-V5の値（Hz）

・検定統計量：Phillaiのトレース

F (4, 44) = 43.306

p < 0.001

☞アクセント型の有意な主効果が観察された。

☞すなわち、アクセント型に応じて聴覚的・視覚的に判断されたV3-V4
の差、あるいはV4-V5の差は統計的にも有意であることが示された。 16

［注記］本発表の統計的検定は全て神田善
伸氏（自治医科大学）が作成・配布している
無料統計ソフトEZR（Easy R; ver 1.70；Kanda 

2013）を使用。EZRのGUIに組み込まれてい
ない統計的検定はChat GPTを補助的に利用。



結果：統計的検定② アクセント型同士の差

・目的：3種類のアクセント型のうち、いずれのアクセント型間に有意
な平均値の差があるかを調べる

・方法：多重比較

※サンプルサイズが小さいため、栗原（2011:206）に従い、パ
ラメトリック手法とノンパラメトリック手法の両者を行った。
結果として、両者の検定結果は一致した。

※以下のTukey HSDのp値は調整済みであり、Mann-
Whitney U検定のp値はBonferroni補正をしてある。
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V3-V4の値
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☞Ⅱ型の下降は他の型よりも有意かつ実質的に大きい。



V4-V5の値

19

☞Ⅲ型の上昇は他の型よりも有意かつ実質的に大きい。



3節のまとめ
（アクセント型）

20

☞定量データに対する統計的検定においても
湯湾方言におけるⅠ型、Ⅱ型、Ⅲ型の区別は認められた。

Ⅰ型とⅡ型には
文節末の上昇は
無いので、
「大小」ではなく
「有無」とする。



Ⅰ型の下降について

21

V4-V5の値 LLL=gadɨ mjaaran.

統計的にはⅠ型とⅡ型間で文節末
下降に有意差があると言えない。

☜おそらく文節末尾の音声的自然下降を聞き取っている。

【先行研究】

【本発表】
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4. 定量分析②：Ⅱ型の下降の位置

23

３節のまとめ（再掲）

聴覚印象ではV2からV3にかけての下降が大きいのに…



4. 定量分析②：Ⅱ型の下降の位置

・話者：１９５３年生まれ・男性１名 （定量分析①と同じ）

・調査語彙：アクセント型、拍数、音節の軽重を考慮して選定した８１語
の名詞語彙のうち、Ⅱ型に属するもの（計２０語）。

・録音日：２０２５年９月２９日

・使用機材： HYP-190H（オーディオテクニカ社製ダイナミックマイクロフォン）

H6（ズーム社製レコーダ）

・キャリア文：X=gadɨ mjaaran.「Xまで見えない。」

・調査語彙は平仮名表記したものを読み上げる方式

・調査語彙の順番はアクセント型ごとにまとめた（ランダム化せず）

・話者は全てのテスト文を３回ずつ発音

24



選定された語彙（Ⅱ型の下降位置の調査用）
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※IDは定量分析①の調査語彙からの通し番号



P1（上昇終了時点）…①と②の交点の時点
P2（下降開始時点）…②と③の交点の時点

計測手順

26

Praat (Boersma and Weenink 2025) を使用
１．波形とスペクトログラム（上記の図では省略）を見ながら音節区間と拍区間を同定
２．文節頭の上昇・平坦（plateau）・下降部分に注目
３．「２」の該当部を上昇線、plateau線、下降線の組み合わせとみなし

 その交点をそれぞれ上昇終了点（①と②の交点）、下降開始点（②と③の交点）と定める

※上記の黄色で示したようなF0曲線を上昇・平坦（plateau）・下降に分ける研究として
はKnight and Noloan (2006: 26)、Niebuhr and Hoekstra (2015: 442) を参照。



実際の認定作業の例（amɨ gadɨ mjaaran.「雨まで見えない。」の例）
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計測手順

28

４．文節の開始時点（B；S1・M1の開始時点）から下降開始時点（P2）までの持続時
間をPraatスクリプト機能を用いて自動で計測する

５．同様に、文節の開始時点から第１音節末（S1）、第２音節末（S2）、第２拍末（M2）、
第３拍末（M3）、第２拍を含む音節末（M2S）を計測する

６．「４」に対して「５」の計測値のいずれが最も高い相関を示すかを調べる

B



結果
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時点 相関係数 回帰式

M2 0.78 y = 1.36x  -0.03

M3 0.63 y = 0.92x  -0.04

S1 0.24 y = 0.24x + 0.3

S2 0.48 y = 0.43x + 0.19

M2S 0.72 y = 0.75x + 0.11

【下降開始時点と各時点の相関】
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時点 相関係数 回帰式

M2 0.78 y = 1.36x  -0.03

【下降開始時点と各時点の相関】

結果

・「2拍目を含む音節末時点」（M2S）よりも「2拍目
末時点」（M2）の方が下降時点との相関が高い。
☞湯湾方言のⅡ型の音韻的な下降開始点は第2拍末

・回帰式は「y = 1.36x -0.03」。傾きが1.36。つまり、総
じて第2拍末より少し遅れて下降が起きている（いわ
ゆる「遅下がり」；cf. 杉藤1997[1972]）。
☞先行研究は音声的な下降の遅れを聞いていた。

【
先
行
研
究 

】

【
本
発
表
】
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５．まとめ

32

３型である Ⅰ型に下降あり 音節が有効

先行研究 〇 〇 〇

本発表 〇 × ×

・湯湾方言は3型
・Ⅰ型の文節末に有意な下降はない。つまり、Ⅰ型は無核
・Ⅱ型は「2拍目を含む音節の直後」ではなく、「2拍目の直後」に音韻的な下降
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今後の課題

３型である Ⅰ型に下降あり 音節が有効

先行研究 〇 〇 〇

本発表 〇 × ×

五十嵐（2023: 5）
「日本語・琉球諸方言のアクセント研究では、聴覚印象に基づく主観的・定性的な分析が
なされるのが一般的である。しかし聴覚印象に基づく分析は再現性に乏しいので、ある現
象について意見の対立が生じた場合、それを解析することが難しい。」

前川（1987:37）
「主観的観察の限界...ある方言の音声学的記述の評価は調査者の『耳の良さ』について
の社会的な判断（つまり学会内の評判）によってなされているのが実状であろう。」



定量分析に用いたデータの共有

34

私の研究を追加検証できます。
同じ方法でデータ分析もできます。

https://cloud.hirosaki-u.ac.jp/index.php/s/jO1MwdqOhFqv3ag

※現時点では大学のクラウドにアップしています。本発表の分析は来年度出版予定の
論文集に掲載予定のため、その際にはZenodoでアップロード・公開する予定です。



今後の課題

•サンプル数を増やすこと

•調査対象者を増やすこと

•Ⅱ型の分析における上昇線、plateau線、下降線の認定
の客観的方法を確立すること

•他方言の記述も検証すること

（例：奄美大島の須古方言のアクセント；新永2025: 79-84）
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